
噴火警報・噴火警戒レベルの発表をめぐる取り組みと効果・課題
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（１）全体的な取り組みと効果

●自治体等では、あらかじめ地域防災計画等に定められた各レベルに
対応した防災対応、事前準備が円滑かつ適切に実施された。
（住民等への注意喚起、登山規制、道路規制、連絡・配備体制の事前確認 等）

■噴火警報、噴火警戒レベルの発表はもとより、地方気象台等を通じて自治体や
関係機関に対して火山活動状況の解説や噴火警報等の発表前後の情報共有に努
めた。

・噴火警報の発表や噴火警戒レベルの引き上げ時
・噴火警報等の発表に至らないような活動状況時

～ 噴火警報、噴火警戒レベルが発表された自治体関係者からの意見 ～

＜浅間山＞

・「（噴火警戒レベル導入時に）防災対応が定められているため、
噴火警戒レベル２になっても特に混乱することはなかった」

・「執るべき防災対応が分かりやすくなった」

＜雌阿寒岳＞
・「（噴火警戒レベル導入前ではあったが）、噴火警戒レベル２相当（火口から500ｍ以内
規制）ということで落ち着いて対応することができた。また、防災対応がしやすくなった」

資料４
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（２）各火山での取り組みと効果

●屋久島町、関係機関においてより実践的な防災対応を確認することができた。

①口永良部島

■臨時火山情報が発表された場合、「桜島爆発災害対策連絡会議」を開催し防災対応を協
議するケースがあったが、噴火警報、噴火警戒レベルの運用開始により、自治体等によ
る防災対応を迅速に判断して実施できるようになった。

■立入禁止区域の拡大の検討に際し、鹿児島市、鹿児島地方気象台が噴火の影響が予想さ
れる有村地区の住民に対して個別訪問を行った。

②桜島

■噴火警報の解除に際し、宮崎、鹿児島両県、関係自治体及び宮崎、鹿児島両地方気象台
等が連携し危険区域の調査を行った。

③霧島山

■噴火警戒レベル３の噴火警報を発表中、鹿児島地方気象台等と屋久島町は噴火警戒レベ
ル４への引き上げを想定して、住民や観光客等への噴火警報の伝達、噴火警戒レベル
を踏まえた具体的な防災対応について確認するための打合会を重ねて行った。

■屋久島町及び関係機関により噴火警戒レベル４から５への引上げを想定した防災訓練が
実施された。（防災行政無線等による噴火警報、避難指示の伝達、海上保安庁巡視船・
漁船による島外避難など）

●住民に噴火警戒レベルと必要な避難行動等についてより理解してもらうことができた。

●広域的な防災対応の重要性について共有することができた。



（３）主な課題
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■火山活動が上向きである中で、情報文において「噴火の心配はない」と取
られかねない表現を用いたケースがあった。

＜事例＞
8月21日に発表した霧島山の解説情報において「新燃岳では、一昨日から振幅の小さ
な地震が増加しており・・・・・・・多い状態が継続しています。・・・・現在のところ火口周
辺に影響を及ぼすような噴火の兆候は見られません。」と記述したが、8月22日に噴火
が発生した。

●火山活動の状況が理解されるよう、分かりやすい表現にあらためる。

●噴火警報、噴火警戒レベルや自治体が講ずる防災対応等について、
地元自治体や関係機関等と連携しながら、今後も広く住民等に説
明し理解を求めていく。

噴火警戒レベル２が継続中の桜島において、レベル２の範囲内の噴火が繰り返し発
生した後、活動の活発化を予想しレベル３の噴火警報を発表したが、その噴火警報
が出し遅れであるという報道があった。

■噴火警報や噴火警戒レベル等の内容や意義について十分な理解が得られ
ていない。

火口周辺に影響を及ぼす噴火を想定し、予想される影響範囲を付した火口周
辺警報（火口周辺規制）を発表した際に、「噴火の規模が良く分からない」
という意見があった。

＜事例１＞

＜事例２＞



2月3日00時39分 桜島昭和火口の噴火
8月22日16時34分 霧島山新燃岳の噴火
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■夜間、悪天時には噴火、火砕流等を詳細に把握することが困難である。

＜事例＞

■小規模な噴火の発生予測が困難である。

＜事例＞

●リモートセンシング技術の活用・開発
関係機関との連携による監視体制の強化

2月3日10時18分、15時54分 桜島昭和火口の噴火

■火砕流等の現象規模の迅速な把握が困難である。

＜事例＞

●火山噴火予測技術に関する調査研究の推進

8月22日16時34分 霧島山新燃岳の噴火



（１） 桜島昭和火口の噴火時の対応 （2008年２月）
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」
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台
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台
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時
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鹿
児
島
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に
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及
び
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ル
引
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防
災
対
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（
鹿
児
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台
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レ
ビ
会
議
（
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庁
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福
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ン
タ
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児
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台
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評
価
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時
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発
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４
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・
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時
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【判断】
レベル２相当の噴火。再度、同規模
以上の噴火発生時はレベルを上げ
る。
＜過去事例＞
1939年以降の昭和火口の活動で、

噴火を繰り返しながら活動の規模が
拡大した事例あり。
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台
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ベ
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２
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ベ
ル
２
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ベ
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２
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３
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２
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岡
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台
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５
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説
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報
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２
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時
10
分
の

噴
火
に
つ
い
て
解
説
」

・
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時
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分

桜
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火
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「
現
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の
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」

・
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時
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す
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報
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２
号
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時
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の
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説
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「
現
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」

・
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地
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測
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び
上
空
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の
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測

火
山
の
状
況
に
関
す
る
解
説

情
報
第
３
号
「
地
震
・
微
動
等
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動
の
解
説
」

・
16
時
40
分

２月５日

・
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時
55
分

火
山
の
状
況
に
関
す
る
解
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報
第
３
号
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時
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て
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」
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す
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※レベル２相当：火口から概ね１km以内に噴石が飛散 レベル３相当：火口から概ね２km以内に噴石が飛散または火砕流が到達 5



（２）霧島山（新燃岳）の噴火時の対応 （2008年８月）

・振
幅
の
小
さ
な

火
山
性
地
震
が
増
加

レベル１

・
火
口
か
ら
１
㎞
規
制
。

登
山
道
等
規
制
（自
治
体
）

18
時
頃え

び
の
市
、
小
林
市
、

霧
島
市
立
看
板
の
設
置

８月19日

噴
火
警
報
（火
口
周
辺
規
制
）

レ
ベ
ル
１
→
２

レベル２

【判断】
微動が発生したこ
とから噴火警報を
発表を決定。

噴
火
。
悪
天
の
た
め

火
口
の
様
子
不
明

17
時
15
分

８月22日８月21日 ８月24日

・
宮
崎
・
鹿
児
島
県
に
活
動
の

解
説
（鹿
児
島
地
台
）

・
ヘ
リ
観
測
実
施

以降
火山の状況に関す
る解説情報等で
活動状況を定期的・
及び随時発表

以降
ヘリコプター
による調査、
観測等を随
時実施

降
灰
の

問
い
合
わ
せ
多
数

16
時
10
分

火
山
の
状
況
に
関
す
る
解
説
情
報

「火
山
性
地
震
増
加
」

８月20日

・県
、
関
係
市
町
村
に
活
動

解
説
（鹿
児
島
地
台
）。

・機
動
班
現
地
観
測
実
施

（福
岡
火
山
セ
ン
タ
ー
）

・10
時
00
分

テ
レ
ビ
会
議
（本
庁
福
岡
火
山
セ
ン

タ
ー
、
鹿
児
島
地
台
）
で
評
価
検
討

・京
大
と
情
報
共
有

・14
時
45
分

テ
レ
ビ
会
議
（本
庁
福
岡
火
山
セ

ン
タ
ー
、
鹿
児
島
地
台
）で
評
価
検

討 ・16
時
50
分

福
岡
機
動
班

降
灰
調
査

火
山
活
動
解
説
資
料

「降
灰
調
査
結
果
」

自
治
体
に
降
灰
の
聞
き
取
り

調
査
開
始
（福
岡
セ
ン
タ
ー
、

宮
崎
地
台
、
鹿
児
島
地
台
）

噴
火
に
関
す
る
火
山
観
測
報

「
16
時
34
分
に
噴
火
し
た
も
よ
う
」

・京
大
と
情
報
共
有

【判断】
地震は多いが、その他の観測データ
に変化なし。まだレベル２に至る状況
ではない。
微動が発生したら噴火発生のおそれ
があり、警報を発表する。
＜過去事例＞
1991年12月2日のごく小規模な噴火
では、11月中旬頃から地震増加し、

その後火山性微動が頻発したのち
噴火した事例あり。

17
時
37
分

23
時
00
分

【判断】
レベル引き上げ
の考え方につい
て再確認。

レ
ベ
ル
２
相
当

16
時
34
分

17
時
頃

・
17
時
以
降

18
時
05
分
火
山
の
状
況
に
関
す
る
解
説
情
報

「噴
火
及
び
降
灰
等
の
状
況
」

※レベル２相当：火口から概ね１km以内に噴石が飛散 6



（３） 浅間山の噴火活動の対応 （2008年８月）
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８月８日
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０
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火
。
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さ
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０
０
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動
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資
料
を
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に
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時
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動
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（
浅
間

山
火
山
防
災
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事
務
所
・
以
降
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絡
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務

所
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。
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災
対
応
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自
治
体
）
。

本
庁
機
動
班

ヘ
リ
観
測
実
施
（
群
馬
県
協
力
）

・03
時
10
分

自
治
体
へ
噴
火
の
連
絡

（
連
絡
事
務
所
）

・20
時
30
分

自
治
体
へ
噴
火
の
連
絡

（
連
絡
事
務
所
）

・
14
時
00
分

関
係
機
関
へ
事
前
連
絡

（
本
庁
、
長
野
地
台
、
前
橋
地
台
、
連
絡

事
務
所
）

８月６日 ８月７日

・
11
時
00
分

レ
ベ
ル
引
上
げ
の
考
え
方
に

つ
い
て
確
認
（
本
庁
）

・
13
時
30
分

テ
レ
ビ
会
議
（
本
庁
、
長
野

地
台
、
前
橋
地
台
）
。
レ
ベ
ル
引
上
げ
の
考

え
方
に
つ
い
て
確
認
。

・
15
時
00
分

レ
ベ
ル
引
上
げ
の
考
え
方
を

関
係
機
関
に
連
絡
（
長
野
地
台
、
前
橋
地
台
、

浅
間
山
連
絡
事
務
所
）

火
口
か
ら
２
㎞
規
制
。

防
災
無
線
等
で
周
知
（
自
治
体
）

・
03
時
08
分

噴
火
に
関
す
る
火
山
観
測
報

「
02
時
37
分
噴
火
」

・
16
時
00
分火

山
の
状
況
に
関
す
る
解
説
情
報

８月９日

・
03
時
56
分

火
山
の
状
況
に
関
す
る
解
説
情
報

「
02
時
37
分
の
ご
く
小
規
模
な
噴
火
に
つ
い
て
」

・
15
時
00
分

火
山
活
動
解
説
資
料
発
表

「
ヘ
リ
観
測
結
果
」

・16
時
50
分

テ
レ
ビ
会
議
で
地
台
、

連
絡
事
務
所
と
今
後
の
対
応
検
討

・16
時
00
分

地
元
報
道
説
明
会

（
連
絡
事
務
所
、
本
庁
機
動
班
）

・07
時
10
分

自
治
体
へ
防
災
対
応
の

状
況
確
認
（
連
絡
事
務
所
）

・
20
時
16
分

噴
火
に
関
す
る
火
山
観
測
報

「
20
時
05
分
噴
火
」

・
13
時
00
分

警
報
発
表
（
レ
ベ
ル
2
）
決

定
（
本
庁
）
、
部
内
、
部
外
機
関
に
連
絡

02
時
37
分

20
時
05
分

・
7
月
11
日

週
間
火
山
概
況

「
地
震
回
数
や
や
多
い
状
況
。

そ
の
他
の
デ
ー
タ
に
変
化
な
し
」

【判断】
「火山性地震がやや
多い状態継続。噴煙
量も多く熱活動の高
まりもあり。
翌日も続けば、レベ
ル２を判断」

【判断】
地震活動・熱活
動の高まった状
態が依然として
継続していること
から警報の発表
を決定。

８月５日

・
噴
煙
量
も
増
加

・
火
山
性
地
震
さ
ら
に
増
加

【判断】
2003年のごく小規模

噴火時と同等の地震
活動。その他の観測
データには変化ない
ためレベル１の活動
範囲内

レ
ベ
ル
１
相
当

レ
ベ
ル
１
相
当

噴
火
警
報
（火
口
周
辺
規
制
）

レ
ベ
ル
１
→
２

７月

・
15
時
00
分

火
山
活
動
解
説
資
料
発
表

「
地
震
・
噴
煙
な
ど
火
山
活
動
状
況
」

※レベル１相当：状況により山頂火口から500ｍ以内に影響する程度 レベル２相当：火口から概ね２km以内に噴石や火砕流が到達 7


